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[取材･文］     福田 浩之    中小企業診断士　　　[写真提供］     株式会社A and Live

プロフィール：1948年，長崎県生まれ。大阪経済大学卒業後，機械製造会社に就職し，通訳としてヨー
ロッパ駐在を経験。1974年に父親が経営するカメラ店へ入社。1986年に分離独立して株式会社たかた
を設立。1990年にラジオショッピング開始，その後，テレビ，紙媒体，インターネットや携帯サイトな
どで通販事業を展開。1999年に株式会社ジャパネットたかたへ社名変更。2015年１月にジャパネット
たかたの代表を退任し，同時に株式会社A and Liveを設立。2017年４月，プロサッカークラブであるＶ・
ファーレン長崎の代表取締役社長に就任。2020年１月にＶ・ファーレン長崎の代表取締役社長を退任。
著書に『伝えることから始めよう』（東洋経済新報社），『髙田明と読む世阿弥』（日経BP社）など。
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「伝えること」がミッション

─ジャパネットとＶ・ファーレン長崎の経営を後
継に引き継がれましたね。
　「不易流行」の「不易」の部分，つまり，企業とし
て絶対に変えてはならない理念や，人の幸せのため
に存在するという企業のあり方を，長男（髙田旭人
氏，ジャパネットホールディングス代表取締役社
長）と長女（髙田春奈氏，Ｖ・ファーレン長崎代表
取締役社長）がしっかり引き継いでくれており，自
信を持って事業承継ができたと考えています。
　現在，旭人社長のもとで，プロバスケットボール
チームの立ち上げやスタジアム建設のプロジェクト
（長崎スタジアムシティプロジェクト）が進んでい
ます。長崎市は，2018年から２年連続，全国で人
口流出が一番多い市です。地方創生に対して，長崎
の企業としてどのような意志と覚悟を持って貢献し
ていくのか，この新しいチャレンジをすごく応援し
たいと思っています。
　スタジアムの建設に700億円にも上る投資をジャ
パネットで行うことは，私からしてもびっくりする
発案でしたが，長崎で地方創生のモデルを作ること
に，ものすごく一生懸命になっている姿が見えるの
で，今後どのような形で世の中に発信していくのだ

ろうと妻と一緒に見守っています。ワクワクと同時
に，新しい実例を作って，日本そして世界を変えて
いってほしいと期待しています。

─現在のご自身のテーマを教えてください。
　私自身がやらなければならないことを一つ挙げる
とすれば，「伝えること」の大切さを発信することで
すね。日本全国に共通した問題は，「人口減少」と
「高齢化」です。テレビ番組の企画で，これまでに
日本各地，約40数ヵ所を回り，各地域にはすごく
光るものがあることを実感しました。
　でも，各地の皆さんが，「どう伝えたら良いかが
わからない，難しい」とおっしゃるのです。故ステ
ィーブ・ジョブズ氏が「いくら素晴らしいものを
作っても，伝えなければ，ないのと同じ」と言って
いましたが，まったくその通りです。そういう事例
をたくさん見聞きしましたので，やはり「伝える」
ことの大切さをもっと発信していきたいと思いま
す。
　昨年，新潟県津南町の名産のカサブランカ（ユリ
科の植物）をいただきました。人口１万人くらいの
町で，「ユリで町おこしをしよう」と頑張って発信し
ていらっしゃるということでした。本当に心が洗わ
れるような素敵なユリで，このコロナ禍で人の心を
癒してくれる素晴らしいものでした。このような取
り組みが地方創生につながっていくと感じました。

─いいモノがあるにもかかわらず，なぜ伝わらな
いのでしょうか。
　１つには「伝えたつもりになっている」ことがあ
ると思います。ただ単に「伝えた」ということでは
なく，「伝わった」世界にする。そうすることで，初
めて変化を起こしていけるのではないかと考えま
す。「伝えた」と「伝わった」は違います。何かを言
うだけで伝わったと思っている人も多いのですが，
相手が理解して初めて「伝わった世界」となるので
す。
　私が店舗やラジオ，テレビで販売して思ったこと

　ジャパネットたかたの創業者として，一代で売
上1,700億円を超える一大企業を築いた名経営者
であるとともに，MCとしても絶大な人気を誇っ
た髙田明さんは，潔く事業承継を行い，第一線か
ら身を引いた。その一方で，ギネスの男性長寿記
録116歳を目指しながら，番組企画で日本全国を
巡ったり，主に講演で「伝えることの大切さ」を広
げたりする活動を続けている。
　伝えることのプロフェッショナルである髙田さ
んが考えるコミュニケーションの秘訣や信念，中
小企業の重要課題として挙げられる事業承継がど
のようになされたのか，話を伺った。

─ The prologue
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